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『海辺教室 in 高島干潟』
～干潟の役割とその大切さを
　　　　　　　　実感しよう！～

　新岡山港のすぐ南にある高島は、
豊かな児島湾のシンボルとして古
くから市民に親しまれてきました
が、その高島の東側には、潮が引
くと広大な干潟が出現します。
　今回は、実際に干潟の中に入り、
そこに棲むいきものたちと触れ合
うことで、五感を通して豊かな「多
様性」を感じるとともに、姿を消
しつつある「干潟の役割」や「水
の中の命のつながり」について考
えることを目的に、8月 23 日に開
催し、総勢92名が参加されました。
　一見何もないように見える干潟
ですが、実はいきものがいっぱい
で、多様な生物に触れ、干潟の役
割が実感できました。

が、花火の音で逃げたため、お話
だけになったことは心残りです。
　2日目はヒノキの伐採を家族で
見学したあと、子どもは原っぱで
生きものの観察、大人は木の学習
に取り組みました。
　ビンゴの表を持って原っぱを回
り、地面のモコモコやバンガロー
の穴、拾った森のエビフライから、
モグラやキツツキ、リスがどこに
棲んでいるかを教わりました。
　伐採した 40 年生のヒノキが蓄
積した二酸化炭素は 177kg-CO2 で
ガソリン 76.8 ℓを消費した量と同
じと分かり、温暖化防止に思いを
はせることもできました。
　アマゴをつかみ取りし囲炉裏で
焼いたり、そうめん流しをしたり、
早朝の虫探しにと子どもたちは大
活躍でした。
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Ⅲ．寄稿『岡山県農林水産総合センター水産研究所の取り組み』

　　　　　清水泰子……………………………………………………P.4

Ⅳ．『助成事業・協働事業募集』ご案内………………………………P.6

Ⅴ．『ホタルフォーラム』ご案内…………………………………………P.7

Ⅵ．『テーマ別講座②』開催報告、理事会報告等……………………P.8

　自然にふれ楽しみながら、いの
ちの大切さや、普段のくらしを考
えるきっかけをつくることを目的
に、7 月 30 日～ 31 日に鏡野町の
とろ原キャンプ場で開催し、21 家
族、総勢 63 名が参加されました。
　初日の企画は水辺教室とアマゴ
のつかみ取り。水辺教室では、谷
川に網を入れてゴソゴソするだけ
で生きものが沢山取れて、子ども
たちは興味津々。先生の分かりや
すい丁寧な説明で水生昆虫の名前
を覚えました。
　夜の光に集まる虫の観察会で
は、ブラックライトに集まった虫
たちの中に水辺で捕まえた昆虫の
親を見つけることもできました。
　唯一飛べる哺乳類コウモリの
ウォッチングも予定していました

～のとろ原まるごと探検～

アマゴつかみ取り

ヒノキ伐採

27 種のいきものがみつかりました

高島干潟
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時流潮流　寄稿

　眼下には深い緑におおわれた熱

帯雨林が延々と広がり、それを分

断するように茶褐色をした大河が

とうとうとしかも静かに流れてい

ます。ニュ−ヨ−ク乗継で32時間、

日本から最も遠い国ガイアナ共和

国の入り口でした。

　ガイアナへ行きませんかとの突

然のお誘いに、淡水魚の宝庫アマ

ゾン流域へ行けるとダボハゼのご

とく後先を考えずに喰いつきまし

た。今年の 2月から 6月まで 4ヵ

月間余り、発展途上国ガイアナの

魚類養殖業を振興するための技術

支援に訪れました。

　赤道直下のこの国は、カラフル

な熱帯魚が群れ泳ぐブル−に透き

とおったハワイのような海であろ

うと想像していましたが、実際に

は灰褐色をした驚くばかりの濁水

の海でした。防潮堤（sea…wall）

に立って見わたすと、泥干潟がは

るかかなたまで広がり、灰褐色の

細かい砂泥土が堆積しています。

海岸にはヤシの実や流木それにプ

ラスチックのごみなどが打ち寄せ

られています。ところが、海藻や

貝殻は全く見当たりません。この

付近に海藻は生えず、貝も棲んで

いないのでしょうか。海藻の間を

小魚が泳ぎまわる透明な日本の海

を見慣れている私には全く死んだ

海に見えました。

　ところが、地元の人はこれを

dirty ではなく rich と呼んでいる

のです。濁っていてもリッチな

のです。なるほど、干潟域で地曳

網漁をしている人の漁獲物をのぞ

いて見ると、本命のエビ（地元で

sea…bob と呼ぶ。）に加えて、ニベ、

フグ、カレイ、ナマズの仲間など

多種類の幼魚が大量に混獲されて

います。本格的な漁師さんはすこ

し沖合に定置網や刺し網を設置し

て、ニベ、アカメ、ボラやナマズ

の仲間（いずれも日本の魚とは種

類が違います。）など多種多様の

魚を獲っています。海にナマズが

棲んでいるのです。しかも種類が

多く、1ｍにもなる黄金色をした

ナマズもいます。防潮堤から観て

いるだけでは想像もできないほど

たくさんの魚やエビがこの灰褐色

をした海に棲んでいるのを知った

時、長らく魚の調査に携わってき

た私には、どうして？と全くの驚

きでした。

　どうしてこんなにたくさんの魚

やエビが棲んでいるのでしょう

か。実は、この灰褐色をした泥濁

りの海は多くの生き物をはぐくむ

栄養豊かなリッチな海だったので

す。背後に広がる広大な熱帯雨林

に蓄えられたミネラルや有機物な

どの栄養物が、豊かに流れる大河

を通じて海に運ばれ、沿岸域に発

達したマングロ−ブ林を育て、多

くの生き物をはぐくむ豊饒の海を

生み出していたのです。

　東南アジアやブラジルの熱帯雨

　 山本　章造

灰褐色をした泥濁りの海はリッチな
海でした（ガイアナ共和国報告）

灰褐色の泥の海で
エビ漁をする人々

山本　章造　氏
1945年京都市生まれ
元岡山県水産試験場長
専門：魚類の増養殖（京大農博）、
クレイジ－なサイクリスト
（財）おかやま環境ネットワ
－ク理事
岡山淡水魚研究会理事
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林の破壊はＴＶドキュメンタリ−

などでよく知られているところで

すが、ここガイアナでは、森、川、

海の連環が今もなお健全に維持さ

れ、自然の循環が機能しているの

です。自然の威力を目の当たりに

しました。

　ところが、このリッチな海につ

いてはほとんど調査がされておら

ず、データもありません。日本人

の私に言わせれば、すぐにでも水

質や生物調査を行って実態を把握

し、豊かさを持続する方策を立て

る必要があると短絡的に考えてし

まいます。ところがそう簡単にい

かないのがこの国の難しいところ

でしょうか。

　ガイアナ共和国は、1966 年にイ

ギリスの統治から独立した人口が

76.2 万人の小さな若い国です。南

アメリカ大陸の北東部に位置し、

カリブ海諸国と経済的、文化的交

流が深く、人々は陽気さと明るさ

に満ち溢れ、夜遅くまでカリプソ

やレゲエなどのジャマイカ音楽を

楽しんでいます。

　中南米の国々の中で唯一英語が

公用語の国ですから、私の日本語

英語でもなんとかなると軽く考え

ていましたが、ガイアナ英語を話

す現地の人々とはコミュニケ−

ションを十分にはかれず、仕事ど

ころか日常生活にも困惑すること

がたびたびありました。

　首都ジョ−ジタウンはどこの国

ともさほど変わらない、生活物資

のあふれた何不自由のない都市で

す。オランダの統治時代に築造さ

れた灌漑用水路が縦横に走り、そ

れに沿って欧風住宅が並ぶきれい

な町でした。また、歴史ある教会

の周りにも近代的なビルが各地で

建築中であり、この国の若さと活

力を感じました。

　街中には市場や商店、露店が並

んで人々があふれ、近年急増した

車があちらこちらで交通渋滞を引

き起こしています。信号が少ない

うえに自動車最優先ですから、歩

行者は走る車の合間を狙い小走り

で道路を横断せねばなりません。

日本車が圧倒的に多く、遠い異国

のこの国で唯一日本を感じさせて

くれました。

　一方、郊外に足を踏み出すと道

路はほとんどが未舗装、道端では

ヤギが草を食み、牛が寝そべって

います。周囲はプランテーション

の名残を留める大規模なサトウキ

ビ畑が広がり、製糖業がこの国の

基幹産業の一つになっています。

さらに、その奥には国土の 95%

以上を占める広大な熱帯雨林が続

き、豊かな自然を体感できます。

　ところが、ガイアナでも首都近

郊ではマングロ−ブ林が減少傾向

にあり、さらに奥地の山間部や未

開発地域にはインドや中国などの

新たな外国資本による開発の波が

押し寄せいています。広大な熱帯

雨林に眠る鉱物資源や生物資源が

狙いでしょうか。

　熱帯雨林の破壊は沿岸域への栄

養物の供給を止め、マングロ−ブ

林を消失させ、生物資源の減少に

つながることを今までの多くの事

例が示しています。それはグロ−

バルな気候変動を引き起こし、生

態系をかく乱して種の多様性を減

衰させ、私たちの生活環境を破壊

します。発展途上のこの国で、自

然環境の破壊の危機とそれを守る

ことの大切さを学んできました。

これは遠い国の話ではありませ

ん。

　貧しいながらもジャマイカ音楽

を歌い瞳の輝いた陽気なガイアナ

の人々と接してきた私は、帰国後

成田からの JR 車内で、疲れ切っ

て目をつむり青白く憂鬱な顔をし

たサラリ−マンの姿を見て、果た

してどちらが幸せなのかと考え込

みました。

魚市場の陽気な人々、カメラを
向けるとほとんどがポーズを
とってくれます

Republic day には「民族の尊厳」
などのスロ－ガンを掲げてこの
国最大のパレ－ドがありました



（財）おかやま環境ネットワークニュース　No.64

− 4−

時流潮流　寄稿

清水　泰子　氏
2004年
　北海道大学大学院
　水産科学研究科修了
同年
　岡山県農林水産総合
　センター水産研究所技師

環境と生態系の修復、②水産資源

の回復と持続的な利用、③資源の

有効利用と安全安心な水産物の安

定供給、の 3テーマを柱に試験研

究に取り組んでいます。

　水産研究所の所在地は本所が瀬

戸内市牛窓町、内水面研究室が津

山市二宮です（図 1）。このうち本

所には水圏環境室、開発利用室、

資源増殖室の 3室が配置され、津

山の内水面研究室を加えて 4 室、

総務駐在を含めて総勢 20 名で業

務を行っています。今回から、水

産研究所の仕事内容をテーマごと

に 2回に分けてご紹介します。

はじめに

　岡山県農林水産総合センター水

産研究所は、水産分野に関する調

査研究、技術開発を行う機関です。

業務内容は環境調査から魚肉の分

析、種苗生産や漁獲物調査、養殖

指導など、多方面に渡ります。「豊

かな海の恵みで地域を支える漁

業」「県民の豊かな食を支える漁

業」の確立を目標に、①海や川の

①海や川の環境と生態系の修復

　このテーマでは、海・河川環境

の監視と予測を行う定期モニタリ

ングと、藻場・河口干潟・沿岸域

などの環境修復方法を模索してい

ます。

　いくつか事例を紹介します。ま

ず、水圏環境室が行っている「海

況予報事業」は、昭和 47 年から

継続している「海の健康診断」で

す。県内海域の 33 定点（平成 23

年現在）において、水温、塩分、

透明度、プランクトンの発生量、

海水中の窒素、リンの量などを毎

月調べています（図 2）。

　　清水　泰子
　　〔岡山県農林水産総合センター水産研究所　研究員〕

岡山県農林水産総合センター
水産研究所の取り組み

図 1　水産研究所全景と内水面研究室（右上）
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　海洋の環境は、様々な要因に

よって変化するため、1回の調査

ではなかなか変化を捉えることが

できませんが、長期に渡って続け

られているこの調査結果から、30

年間に年平均水温が約 1度上昇し

たことや、一旦低下した透明度が

徐々に回復してきたことが分かる

など、水産生物の資源量や種類組

成の変動要因を考察する上で、欠

かせない資料となっています。

　同じく水圏環境室が行ってい

る「カキ殻など二枚貝の貝殻を利

用した総合的な底質改良技術の開

発」では、沿岸開発や海砂採取、

泥の蓄積などによって悪化した底

質を、水質浄化作用があるカキ殻

を利用して改良する試験を行って

います。カキなど二枚貝の殻には、

海底の砂や泥、間隙水から窒素や

リン、硫化物を減少させて浄化す

る作用があるほか、貝殻そのもの

が作り出す空間を生物が利用でき

るため、種類や個体数が増加する

ことが分かっています。

　吉井川河口域では、底質の固化

が進んでいる干潟にカキ殻をすき

込むことで、粒度が変化し、透水

性が増加しました。これによって

アサリやマテガイなどの生物の個

体数は 18 ヶ月で 3.5 倍に増加しま

した（図 3）。

　倉敷市地先では、泥場となってい

る水深 10m 程度の浅場にカキ殻を

敷設することにより、ゴカイなどの

多毛類や、二枚貝類、ナマコなどが

集まり、底生生物の個体数は 8ヶ月

で 2倍に増加しました（図 4）。

　その他、開発利用室が行ってい

る藻場生態系復元実証事業では、

備前市日生沖に岡山県が造成して

いるアマモ場の環境・生物調査

により、海草の繁茂に必要な光条

件や、定着を左右する波動流の現

状を把握するとともに、周辺の小

型定置網漁獲物調査と、小型ひき

網調査によって、魚介類の種組成

や漁獲量の変化を調査しています

（図 5）。

　農業や林業を含め、一次産業で

は自然条件が生産を大きく左右し

ます。その中でも、海洋環境が人

工的に制御できないという点で、

水産業は特に影響が大きいと言え

るでしょう。生産の基礎となる

環境や生態系は、一朝一夕に修復

できるものではありませんが、長

期のモニタリングや地道な調査に

よって少しずつ前進しています。

図２　海洋観測の様子

図３　干潟試験区のマテガイ

図４　沖合試験区に
　　　集まったマナマコ

図５　アマモ場小型ひき網
　　　調査
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１．目的：岡山県内で環境保全活動を行っている団体に資金の面から援助することにより、環境問題の
解決に寄与します。また、新たにおかやま環境ネットワークとの協働事業の提案を募集し相乗効果
が期待できる事業化を図ります。

２．募集対象：目的に添ったいずれかの分野で意欲のある取り組みをしている団体であれば応募できま
す ( 当財団の会員に限定していませんが、入会をおすすめします )。ただし、申請は 1団体 1件とし
ます。小・中・高等学校のクラブ活動の場合は教師が申請することとします。当財団以外に助成の
申請をしている場合、又は助成が決まっている場合は、その助成内容が重複しない範囲とします。

３．助成の対象となる活動：①．調査研究、②．おかやま環境ネットワークとの協働事業、③．その他
４．助成の対象となる実施期間：2012 年 4 月 1日～ 2013 年 2 月 28 日
５．助成対象費目
①．器具備品費：目的の達成に必要な器具、備品、書籍等（ただし、汎用性のあるものは対象外）
　　※汎用性とみなすもの：パソコン、カメラ、携帯電話、草刈り機等
②．物品資材購入費：目的の達成のために用いる各種材料、部品、薬品、文具類等
③．借料：会場借料、車両借料、機械などのリース及びレンタル料等
④．印刷費：報告書、チラシ作成等にかかわる印刷費（コピー代含む）等
⑤．通信交通費：送料、移動費用等　※電話代は対象外
⑥．謝金：外部講師・専門家などへの謝金　※助成申請団体の構成員への支払は対象外

６．助成額：1件あたりの助成額は、調査研究分野と協働事業提案は 20 万円、それ以外は 10 万円を上
限とします。

７．募集期間：2011 年 10 月 1日（土）から 10 月 21 日（金）午後 5時必着
８．応募方法：「助成事業・協働事業要望書」と「団体紹介表」に必要事項をご記入の上、Ｅメールで送

信ください。
　　フォーマットは、ホームページからも入手できます。（Ｅメールで送信できない場合は、必ず事前に

事務局にご相談ください）。
　　※協働事業につきましては、要望書提出後、別途内容の聞き取り確認をさせていただきます。
９．助成の決定とその後の手続：選考は目的に沿った活動を重視し、必要性、将来性のある具体的な計

画案であることを検討します。助成部会の審査を経て、2012 年 2 月度理事会で助成額を含め助成の
可否を決定し、選考結果は 2012 年 3 月初旬に送付します。

　　決定通知を受けた団体は同時に送付する「申請書」と「誓約書」を事務局に提出してください。助
成金は「申請書」と「誓約書」が提出された後、2012 年 6 月 30 日（土）にオルガホール（岡山市
北区奉還町 1− 7− 7）で開催予定の『ネットワークのつどい（助成活動報告会）』（参加は必須要件）
後に指定の銀行口座に振り込みます（それ以前の助成金交付希望は事務局にご相談ください）。

10．活動報告など
・助成を受けた全団体は助成活動終了後、「終了報告の手続き」に沿って「活動実績報告書」と「会計報
告書」を提出し、『ネットワークのつどい（助成活動報告会）』に出席し報告してください（必須要件）。
調査研究の部門で助成を受けた団体は成果物（論文等関連資料）も提出し、報告会で成果報告をして
ください（必須要件）。
・助成終了後に活動がその後どのようになっているのかを、当財団より聞き取りさせていただく場合も
あります。
・成果物及び報告書は広く当財団のホームページ等で広報します。
・成果物及び報告書は電子媒体で提出してください（ただし、電子媒体での作成が難しい場合は、必ず
事前に事務局にご相談ください。）また、活動内容を写した写真も添付してください。
・助成期間終了時に余剰金が生じた場合や、期限までに報告書類の提出がない場合及び申請内容以外で
使用した場合は返金していただきます。

2012 年度環境活動団体助成・協働事業　募集のご案内
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　今年は、「蛍遊会」（倉敷市）の協力のもと、倉敷市と共催で開催します。梶田博司氏（川崎
医療福祉大学教授）の記念講演、地元児島由加の報告、県内でホタルの調査と保護を中心に活
動している団体からの報告を行います。
　ホタルに関心のある方どなたでも参加できるフォーラムです。是非ご参加ください。

①．日時：11 月 19 日（土）10：00 ～ 15：00
②．会場：倉敷市立琴浦北小学校（倉敷市児島由加 3068）及び蛍遊の水辺
③．参加費：300 円、昼食代（必要な方）700 円
④．内容
　・記念講演：「岡山県のホタル事情」梶田博司氏（川崎医療福祉大学教授）
　・基調報告：「児島由加のホタルについて」岡本勇氏（倉敷市役所水島支所建設課）
　・団体報告①：「ヒメボタルと身の上ばなし」美和哲也氏（唐松ホタル同好会）
　・団体報告②：「矢掛高校のホタル調査」室貴由輝氏（岡山県立矢掛高等学校教諭）
　・昼食と交流
　・現地見学：地元「蛍遊会」が保全に取り組む「蛍遊の水辺」見学
　・その他：会場内でのパネル展示、ホタル写真展示
⑤．申込：氏名、住所、電話、昼食の要・不要を 11 月 11 日までにご連絡ください。
⑥．主催：（財）おかやま環境ネットワーク、倉敷市
　　協力団体：蛍遊会（倉敷市児島由加）
⑦．参加対象：ホタルに関心のある方、どなたでも参加可

「第９回おかやまホタルフォーラム」のご案内

　（財）おかやま環境ネットワーク
　　〒 700-0026　岡山市北区奉還町 1-7-7
　　TEL ＆ FAX：086-256-2565
　　E-mail：kankyounet@okayama.coop

お申込み・お問合せ
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『リサイクル・処分場見学
　　　　　　　エコツアー』
　～リサイクルや廃棄物処理の
　　現場から資源の有効活用に
　　ついて学ぼう！～

　山上新最終処分場（岡山市北区
山上）、エピコ福山リサイクル工
場（福山市曙町）の施設見学を通
し、これからの循環型社会とゴミ
を出さない暮らしについて考える
ことを目的に、8月 19 日に開催し、
総勢 38 名が参加されました。
　2施設の見学を通し、これから
の循環型社会とゴミを出さない暮
らしについて考えました。いつも
意識せずに購入し使用しているも
のも、いつかはゴミとなることを
意識し、ゴミ問題に自分が無関係
ではないことを学習しました。大
量生産・大量消費・大量廃棄が、
地球資源の枯渇や有害物質の放出
による環境問題を引き起こして
いる現状の社会システムのあり方
や、ものや資源を大切にし、ゴミ
を減らしていくために、自分たち
ができることについて考えまし
た。
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（財）おかやま環境ネットワーク
〒700-0026
岡山市北区奉還町1-7-7
TEL/FAX 086-256-2565
E-mail：kankyounet@okayama.coop
HP:http://www.okayama.coop/kankyounet/

■お問い合わせは

テーマ別講座②開催報告 環境家計簿モニター
募集のご案内

８月度理事会報告

会員　募集中

かけがえのない地球、未来のこどもたちへ！

　8月理事会にて、以下の事項が
承認されました。
１．映画「フクシマは今…隠される

ヒバクシャ」上映・講演会の
後援

２．第 9回おかやまホタルフォー
ラム（11/19）開催要項

３．第三回おかやま環境シンポジ
ウム（2012/1/28）開催要項

４．2012 年度助成・協働事業募
集要項

５．学生会員の新設
６．基本財産償還に伴う対応
７．蛍光管フォーラム 2011in 岡
山（11/12）の共催

８．評議員の一部改選

　おかやま環境ネットワークは、
多くの個人・団体・企業等によっ
て支えられています。ぜひ会員と
なってご支援ください。
・年会費
　個人・団体：2,000 円
　企業等：20,000 円
　学生：無料 ( 大学生、大学院生、
　　　　高校生、就職時は対象外 )

　環境家計簿活動は、生活の工夫
でエネルギーの節約に努め、その
効果を確認するものです。
　気軽な気持ちで環境家計簿に
チャレンジしてみませんか！
① . 環境家計簿のつけ方は簡単！
・毎月の電気・ガス・灯油・自動
車燃料・水道の使用量を把握し
ます。領収書などで使用量を確
認します。
・E-mailの方は専用のフォーマッ
トに入力、Fax の方は専用の記
録用紙に記入します。
・1 ～ 6 月の実績を 7 月末に、7
～ 12 月の実績を翌年１月末ま
でに報告するだけです。
② . ご登録について
・取組期間：2012 年 1 月～ 12 月
・募集対象：E-mail（携帯は不可）
又はFax で報告ができる方
・申込締切：11 月 18 日（金）必着
※申込者には、12 月中に詳しい
　案内と『環境家計簿カレンダー』
を郵送します。毎年『環境家計
簿カレンダー』とデータをまと
めた『環境家計簿レポート』を
無料で進呈します。
・申込方法：氏名・フリガナ、電
話、住所、報告方法（Eメール
かFax）、Ｅ‐mail アドレス（携
帯は不可）をご連絡ください。

・日時：11 月 12 日（土）
　　　　10：00 ～ 12：30
・会場：オルガ 5階スカーレット
・内容：
　『我が国の水銀規制の現状と課題』
　貴田晶子氏（愛媛大学）
　『蛍光管リサイクルの現状と課題』
　野村興産株式会社
　『岡山市の蛍光管リサイクルの
取り組み』

・主催：特定非営利活動法人コン
シューマーズ京都
　共催：岡山県消費者団体連絡協
議会、おかやま環境ネットワーク
・定員：50 名
・参加費：無料
・申込：11 月 4 日までにおかや
ま環境ネットワークへ氏名・電
話・住所をご連絡ください。

山上新最終処分場

エフピコ福山リサイクル工場

「蛍光管フォーラム 2011
in 岡山」のご案内


